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第９回｢情報システムのあり方と人間活動｣研究会 開催概要記録 

                        主査 伊藤重隆 

 

開催日時 平成２２年９月２５日（土） 午後１時３０分    

場所  慶應義塾大学日吉キャンパス協生館６階 大会議室 

 

研究会を開催しましたので概要をご報告します。今回の研究会は、第１部では情報シ

ステム開発の先輩から貴重な経験とその経験を活かした、現在取り組んでいるプロジェ

クトの紹介、第２部では現在進行中の国際財務報告基準統一の動きと情報システムでの

対応について基本的な考え方の講演がありました。大変、時宜を得た講演であったと思

います。いつもと同様に質疑を交えた活発な研究会となりました。 

 

第１部 午後１時３０分～３時  質疑３０分  

題目  「専用ＣＡＤシステムの開発」  

講演者  元三井造船（株）造船設計用ＣＡＤシステム開発担当 

     元三井造船システム技研（株） 

     住宅用開発会社向住宅設計システム開発担当  平野 哲雄氏 

講演者補助 企業等ＯＢ人材マッチング千葉協議会 

                  コンサルタント 疋田 美洲氏 

【講演概要】 

１ 概要 

汎用ＣＡＤは、多くの図形生成機能を有し、操作が多岐に亘りＣＡＤ専門オペレ

ーターが必要である。製造業の設計作業は部材を作成し、それを配置して部材相互

間を調整する機能からなる。汎用ＣＡＤは多くのユーザーのニーズに応えてこれら

を一つのシステムの中で行うので操作が複雑なものとなる。 

また、多種の設計業務に対応するため、個別ユーザーの業務には必要でない機

能も含まれる。個々の設計作業を汎用機能を利用して行うため操作が複雑になる。 

専用ＣＡＤを開発する余裕のある会社は操作の最適化を求めて独自のＣＡＤを

開発するが、独自にＣＡＤを開発する余裕のない企業も多い。 

今回の講演では、極力不要な設計機能を排除した特定業務遂行に必要な機能の

みよりなるコンパクトな墓石ＣＡＤシステムの短期間開発への取組みを紹介する。 

 

２ ＣＡＤシステム開発などの講演者の業務履歴紹介 

・ 昭和 38 年三井造船に入社し数値計算を担当（言語：機械語・アッセンブラー） 

・ 39～41 年 技術コンサルタントとして FORTRAN を修得 

・ 42～43 年 システムプログラマーとしてＩＢＭ360 で、造船鋼板加工情報記述
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言語開発（図形作成省力言語）し図形作成の省力化を実現 

・ 46～48 年 米国に出張しＭＩＴで開発中のＣＡＤシステムを見聞した。メモリ

ーが６４ＫＢのＤＥＣ ＰＤＰ１１で稼動していたので驚いた。帰国後、早速 Ｍ

ＩＴでの見聞を参考にして、造船鋼板ＮＣ切断システム開発をＰＤＰ１１上で

行う。 

・ 49～50 年 通商産業省担当官が訪問しＰＤＰ１１で稼動している上記ＮＣシ

ステムを国産機富士通Ｕ２００へ変換するプロジェクトを提案。財政補助を得

て実現 

・ 51～52 年 化学プラント用配管組立て図作成システム開発（富士通Ｕ３００） 

・ 53～54 年 造船配管加工システム開発（富士通Ｕ３００、FORTRAN 他） 

・ 55 年   測定/解析/加工システム開発（ＥＷＳ使用、Ｃ言語） 

・ 56～60 年 造船配管設計ＣＡＤ開発（ＩＢＭ汎用機、FORTRAN、アッセンブ

ラー）。主要機能：３次元配置、干渉チェック、保守検討、部材表 

・ 平成６年 地図情報作成システム（ＰＣ、Lisp） 

・ 7～8 年 住宅設計システム（ＰＣ、Ｃ＋＋）  

・ 9～10 年 住宅設計システム（ＰＣ、言語 富士通ＩＣＡＤ） 

上記、住宅設計システムは顧客仕様通りに作成したが、業務運用上問題発生 

・ 11 年 階段設計システム（ＰＣ、言語 Autocad） 

 Visual Ｃ＋＋の修得に１年間を掛け、現在 取組みの下記開発を実施中 

・ 14～22 年 墓石ＣＡＤ開発（ＰＣ、言語 Visual Ｃ++） 

 

３ 部材生成ＣＡＤ開発 

（１） 開発の主要目的 

・ ユーザーのニーズに最適な専用設計システムの容易な構築を指向する 

・ 設計者が簡単に操作できるＣＡＤを目指す 

・ 極力、図形生成に要する数値入力操作を少なくする 

・ 業務ごとに機能特化した複合命令を作成し、簡単操作でＣＡＤ操作の専用オペ

レーターでなくとも操作可能とする 

・ 部材の雛形（クラス）を予め定義し、パラメトリック手法で主要寸法を与えれ

ば、個々の部材（オブジェクト）を生成できる柔軟な仕組みを組み込む 

・ ＣＡＤに必要なプログラム部材を用意し、それを組み合わせて専用ＣＡＤを作

成しやすくする 

・ 具体例として墓石ＣＡＤ開発事例を紹介 

 

（２） 事例：墓石ＣＡＤ開発 

同システムは、部材生成システム（以下 ＴＤＣと呼称）、部材配置システム（以



情報システム学会 メールマガジン 2010.10.25 No.05-07 [6] 
第 9 回｢情報システムのあり方と人間活動｣研究会 開催報告 

3/7 

下 ＡＲＧと呼称）より構成され、ＴＤＣで部材を生成しＡＲＧで敷地上に部材を

配置する。部材とは、棹石、墓石、素輪、上台、中台、芝台、宝珠、多宝塔、・・、

墓誌、灯籠、羽目、玉垣、親柱、階段、物置台、納骨室他多岐に渡る。これらの部

材をＴＤＣで生成し、又、ＡＲＧでは、これらの部材を選択、加工して墓石の敷地

上に配置し調整する。 

ＴＤＣの機能は、基本要素を組み合わせ、単体部材を作成しこれを組み合わせて

複合部材とする。基本要素として、多角形、円柱、回転体、円、自由曲面、外円・・・

があり、特殊な基本要素として、偏芯肉厚円筒、曲率円柱、くり貫き（例：灯籠）

がある。 

ＡＲＧの機能は、予めＴＤＣで作成した部材を対話型で画面を見ながら墓石の敷

地に配置するものである。部材の配置に際しては、部材の伸縮、移動、回転、軸対

称鏡像作成を行い、部材の伸縮、移動に際しては伸縮幅、移動幅を数値でなく隣接

する部材を指定し、隣接部材の接合面まで部材を伸縮、移動することにより数値入

力を極力排除した配置が行える。又、配置と共に部材間の干渉チェックが行えるも

のである。 

画面は、４つのウィンドを用意、部材選択に必要な部材は予めＴＤＣで作成して

おきその中から選択していく方式を取っている。 

画面については、種類として全体パース図、全体３画面図、部材パース図、部材

３画面図、見積書、加工指図がある。墓所など多数の部材で構成された場合、全て

の部材の組み位置を１枚のパース図で明示することは、一般的にはできない。その

とき、部材をグループに分けて、部分組み立て図を作成すると個々の部材の配置位

置を明示できるようになることが多い。そこで、１枚のパース図では隠れて見えな

い部材を複数のパース図に振り分け確認できるようにした。 

 

４ まとめ（雑感） 

・ 開発経験を振り返ると、日本のもの作りを支えてきた工場現場の熟練技能者の

ノウハウをプログラムに組み込み生産性を向上させたかも知れないが、一方で

熟練技能者のノウハウを数値化することにより彼らの尊厳を傷つけてしまった。

又、現在の経済状況を見ると彼らの貴重なノウハウの流出を助けてしまったと

の感が強い。彼らの悲しい気持ちを考えると複雑である。 

・ 現役時代に実現できなかったＣＡＤシステムの現在の取組み概要を述べたが、

開発言語は、Visual C++で機能が多く優れていると考えるが、開発ノウハウを

身に付けるのが容易でなく言語の新バージョンが出荷されると追随するのが大

変である。 

・ 墓石ＣＡＤ開発は、全てを手作りしたので時間がかかったが次回からは短期間

で開発可能と考えている。 
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・ ＩＴの発達により自宅でプログラム作成が可能になった。現役引退後の時間を

有効に利用するのにはプログラム作成は適切と考える。又、現役時代には予算・

期間の制約があったが、それから開放され最善の解を追求することができる達

成感も味わえる。又、共同で開発を行ってもらえる人がいるので大変、心強い

と感じています。 

・ 下記が質疑での主要点でした。 

外部から開発を受注する場合と社内システム開発の対応の違い 

現在、開発中のシステムのパッケージ化の可能性 

日本では、パッケージ化が何故うまく行かないのか 

海外（開発途上国）へのノウハウ流出（技術移転）は必然なのか 

今回の開発についての貴重なノウハウ継承をどう考えるか 

（現在開発中のプログラムを無償で提供も可との回答がありました） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 第２部 午後３時４０分～５時  質疑 ３０分  

題目  ｢ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の情報システムへのインパクトと対応｣  

講演者  （株）システムフロンティア 常務執行役員 山田 雄久氏 

【講演概要】 

１ 概要 

現在、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用が上場企業を中心に大きな課題とな

っている。ＩＦＲＳは、国際会計基準審議会が単一な会計基準を各国に適用する会

計基準ですが、日本においても企業会計審議会で慎重に審議中である。２００９年

６月に中間報告を公表し、２０１０年３月期より任意適用し強制適用については２

０１２年中に決定し、早ければ２０１５年―２０１６年には強制適用される見込み

です。この会計制度の適用に関しては、各企業が保有している基幹情報システムへ

のインパクトが考えられます。本日は、当社で考えるＩＦＲＳ導入についての情報

システムでの考え方をご紹介します。 

 

２ ＩＦＲＳ導入への考え方 

ＩＦＲＳは、対外公表する連結財務諸表を国際的に統一した基準で作成するとい

うものです。情報システムでの対応としては、 

１番目の方法として、連結システムを導入し業務システムの修正は最小限とし短

期間に対応する、但しこのデメリットとしては、オペレーションレベルでＩＦＲＳ

対応を個別に行うので業務標準化やシェアード運用による効率化、運用コスト低減

効果が低いことがあげられます。 
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２番目は、これを機会に業務プロセスの標準化と共通業務システムの導入を行う

情報システムの全面改築です。企業グループの業務を標準化・共通化し、ＩＦＲＳ

対応と業務効率化、コスト削減を同時に実現する方法です。但しこの方法は、グル

ープ全社での取組みが必要で横展開するまでに時間とコストが相応にかかる弱点

を持ちます。 

3 番目が、当社が推進する会計（ＧＬ）システムの導入により解決する方法です。

会計システム導入によりＩＦＲＳ対応が行え、財務・管理会計一致の勘定科目体系

の構築によりセグメント情報報告、子会社の勘定科目の標準化が実現され、ＩＦＲ

Ｓ、ローカル、連結それぞれの帳簿の一元管理が可能で財務諸表作成にかかる内部

統制対応へも対応しコスト削減が可能となります。但し勘定科目体系、帳簿体系の

設計に経営管理部門（経理部門）の参加が必須で、ある程度の時間とコストを要し

ます。 

 

３ ＩＦＲＳへのソリューション事例 

ＩＦＲＳへのソリューションは大変 広範囲なので、会計制度の中の「仕訳」と

「元帳転記」、さらに決算書作成に焦点をあてたソリューションを考え、技術基盤

として Oracle EBS R12/SLA(Sub Ledger Accounting)を採用し独自の機能強

化を行い、開発促進ツール(LASAI Booster)を備えた商品名 LASAI（Landing Site 

for accounting information）を開発しました。その全体構成は、現行勘定コード

分析によるＩＦＲＳ影響調査ツール（LASAI Booster I）、新仕訳パターン策定促進

ツール(LASAI Booster Ⅱ)からなり、Booster Ⅱを利用することでＳＬＡ用仕訳設

定情報を自動生成するのでＳＬＡへの人手による入力を不要にする効果がありま

す。 

LASAI は、オラクルが提供するＳＬＡ（複数会計仕訳生成エンジン）をフルに

活用し日本会計基準とＩＦＲＳに対応する仕組みで下記の特徴を保有しています。 

（１） 仕訳設計のためのツール（エディタ）を備え会計担当者同士でなされる通

常の検討結果をシステムに入力できます。 

（２） 上記入力により、改修を要する上流システムに対しての要求要件・ＩＦ構

造を明記した仕様書が得られます。 

（３） 仕様書を前提としたＳＬＡへのセットアップ内容を記述した設定文書とＳ

ＬＡに直接アップロード可能な形に変換した設定用データを準備できます。 

更に、仕訳設計効率化のため、ＪＧＡＡＰとＩＦＲＳとの二つの会計基準に対応

した仕訳テンプレートを内蔵し、これにより通常の事業会社の仕訳について一定の

網羅性を確保しています。 

これにより、ＪＧＡＡＰ用ＧＬのみならず、ＩＦＲＳ用ＧＬにも仕訳全量が保持

され、両基準間で質的に差のない最高粒度のＧＬを作成することが可能となってい
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ます。 

 

何故、複数会計基準仕訳全量維持のソリューションが最適と考えたかについて、

ご紹介します。 

まず、近い将来「主」たる会計基準となるＩＦＲＳのＧＬに仕訳明細が存在しな

いような方式、つまり連結決算の時点になってからＧＬの組替えによりＩＦＲＳへ

対応した場合、適用までが短期間であったという先行する欧州で発生している問題

と同様な問題を日本でも引き起こすものと考えています。又、組替え方式のコスト

がＬＡＳＡＩ利用方式と比較しても安いとは考えにくいからです。 

ＩＦＲＳ適用時には、多くの非会計情報である注記が必要とされますが、仕訳全

量をＧＬに保有するので柔軟に対応でき、又、セグメント情報、管理会計と財務会

計の一致についての開示情報も適切に作成することができます。（LASAI 開示支援

ツール） 

 

４ 各企業のＩＦＲＳ対応プロジェクトでのＬＡＳＡＩの位置付け 

ＩＦＲＳの強制適用が近い将来予想されていることから、ＬＡＳＡＩの Booster 

Ⅱを利用することが早期対応着手となります。つまり、プロジェクトの予備検討段

階で会計開示方針についてヒアリングを進め Booster Ⅱを利用することで業務処

理を行っている上流システム群等への要件提示が行えるのでＩＦＲＳ対応プロジ

ェクトの計画策定が早期に可能となります。又、現行基幹システムの改修を最小限

に抑え総投資額の最小化が図れます。又、プロジェクトの早期立ち上げによりプロ

ジェクト要員の早期確保が可能となります。但し、早期着手のため未決事項の追加

改修・開発が生じますが、ＬＡＳＡＩの利用で最小限の対応で行えることになりま

す。 

 

５ まとめ 

今回、ご紹介したソリューションはＩＦＲＳへの対応を一過性のものとして捉え

ずＧＬの仕訳明細を保有することで、今後の制度変更、開示情報の充実に活用でき

ること、経理部門がＩＦＲＳの方針を受け、会社として具体的な開示方法を検討、

実装する時に柔軟に対応が出来る大きな利点を持つと考えています。是非、早期に

ＩＦＲＳ対応の着手に取り組んで頂きたいと考える次第です。 

なお、今回のソリューションの検討には、中京大学 経営学部長 吉田康英教授か

らご支援を頂いている点を述べさせていただきます。 

 

・ 下記が主要な質問でした。 

日本でのＩＦＲＳ対応の確定はいつ頃か 
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ＩＦＲＳでは、具体的な会計開示方式をきめないのか 

このソリューションの引き合い状況は 

海外へ展開する可能性は  

以上 


